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教 授　遠藤 辰雄
教 授　岡崎 　誠
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教 授　今井 正和

鳥取環境大学は国際規格ISO14001認証を取得しています。
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鳥取県環境学術研究
振興事業 E C O L O G Y   T O T T O R I
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本学では科学研究費補助金（科研費）や企業からの受託研究費など、多くの外部資金を積極的に獲得し研究活動を
行っています。今回は鳥取県環境学術振興事業を元にした研究活動をご紹介します。

鳥取環境大学　学術研究一例紹介

鳥取県内の高等教育機関が取り組む「環境に関する学術研究」を支援

することにより、鳥取県の環境保全及び快適な環境の創造に関する

施策の推進並びに環境関連産業の発展に資することを目的とし、平成

13年度から鳥取県が実施している研究補助事業です。

鳥取県環境学術研究費とは

18年度（初年度：2年計画）は、基本的には各種の基礎情報を収集することが

中心となっている。まず、家庭からのCO2排出量の算定に関する情報、文献の

収集、それに使用する各種統計情報の収集を行い、ほぼ所期の資料が入手でき

た。一般に用いられる代表的な統計情報としては、電気事業便覧、ガス事業

統計年報、家計調査年報などが挙げられるが、これらはいずれも都道府県別の

デ－タであり、どのようにして市町村単位までブレ－クダウンするかがポイン

トと考えられる。次に現在までの収集情報をもとにして、2003年度の時点での

鳥取県下の市町村別の家庭からのCO2排出実態について概略の試算をした。以

下に主要なものを示す。別図-2は、製造、運輸、農業、民生業務用、廃棄物焼

却をあわせた全排出量に占める家庭部門の割合を求めたものである。米子市、

日野町などは製造部門からの排出が多いが、一方で三朝町、若桜町、八頭町、

伯耆町などでは家庭部門の占める割合が高く、この分野の対策が望まれている

ことがわかる。別図-3は、1人当たりの家庭からのCO2排出量を比較したもの

家庭部門からの市町村ごとのCO2
排出量推定方法に関する研究

鳥取県の環境政策展開の指針となる「環境基本計画」のなかでは、地球温暖化対策特に家庭部門の対策は重点課題の一つと
して位置付けられている。この分野の対策に関しては、市民の生活に密接な関係があることから、県レベルはもとより市町
村レベルでより日常生活に密着した施策の推進が望まれている。しかしながら客観的デ-タが不足してややもすると主観的、
理念的な議論に終始する傾向が強く、施策実施の推進力が弱い感があった。本研究により所期の成果が得られれば、具体的
なCO2排出量が推定でき、貴重な行政判断材料のひとつとして活用できるものと考える。

研究の活用

図-1　市町村別の家庭からのCO2 排出量
　　 （単位：千トンCO2 /年）

図-2　市町村別ののCO2全排出量に占める家庭部門の割合
　　 （単位：％）

図-3　市町村別のの1人当たりの家庭からのCO2排出量
　　 （単位：トンCO2 /人・年）
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環境政策学科

教　授  岡崎 　誠
 Okazaki  Makoto

環境政策学科

教　授  遠藤 辰雄
 Endo  Tatsuo （研究代表者）

である。境港市、日野町、日南町などで高い値となっている。これらの市町でも家庭部門の対策に重点を置くことが望ましいと推察される。今後、

さらに推定精度を上げ、また、多角的な分析を行いながら、行政政策の企画段階で利用可能な推定方法を模索していく考えである。

鳥取県環境学術研究
振興事業 E C O L O G Y   T O T T O R I
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情報システム学科

教　授  今井 正和

18年度（初年度：2年計画）は研究計画に基づき、温度等の情報をネットワークに送り出すために必要となる

超小型コンピュータ50台の整備を行った。この超小型コンピュータがセンサからの情報をネットワークに

マルチキャストを用いて送出する状況をシミュレートするソフトウェアの構築を行い、それを用いて、多数

のセンサがネットワークに情報を送り出したときにどのようなことが発生するかについての評価を現在行っ

ている段階である。またセンサからのデータをSOAP（Simple Object Access Protocol）を用いてやり取り

することが適当との結論になった。これはセンサからのデータを活用する基盤としてWWWの仕組みを使用

することが最も汎用的であると考え、さらにその基盤上でデータ流通の仕組みとしてXMLに基づいたSOAP

による情報のやり取りをセンサからのデータ送出の段階から実現することが有意義であるとの考えからで

ある。Live E!へはSOAPによりデータの送出を行う。

※Live E！とは　個人や組織により設置運営される「デジタル百葉箱」等が自立的に生成・取得する、気象

情報や都市活動に関する情報など、広義の地球（Earth）に関する生きた（Live）環境（Environment）情報

が自由に流通し共有される電子（Electoronic）情報基盤を形成発展させ、自律的で自由な環境情報の利用法、

安心安全で効率性の高い活動空間（＝環境）の創造をめざしているもの。地球温暖化対応のような環境

保護対策での利用はもちろんのこと、教育、公共サービス、ビジネスアプリケーションなどの分野での自由

で自律的な利用法について、積極的な働きかけを行っている。

Imai  Masakazu

鳥取県における気象情報
センシングネットワークの構築

本研究の成果は様々な方面での応用が考えられる。例えば、環境教育の教材として中学や高校、あるいは小学校での気象

情報の活用がある。また降水量や風速等の情報は、異常な気象状況においては防災の観点からは非常に重要なものである。

このような防災への応用も考えられる。
研究の活用

環境デザイン学科

教　授  吉村 元男

18年度（初年度：2年計画）は、標記の研究テーマの帰結として、「地域のバイオマス利用の模索から、CO2 排

出削減50％時代に備えたバイオマスによる新しいまちおこし（環節都市・アースロポッドシティづくり）の

手法の開発」へと進展した。18年度の研究実績として、地域のバイオマス利用事業の実践プロジェクトの

4つのプロジェクトを実施した。

Yoshimura  Motoo

地域のバイオマス未活用資源を
エネルギーとして利用する方法に関する研究

● 南部町地域新エネルギービジョンの策定調査

●とっとり花回廊へのバイオマス利用
　※木質バイオマスエネルギー供給事業調査事業※全球バイオマス花植物園構想の提案

●大山町地域新エネルギービジョンの策定調査

●鳥取環境大学・NPO法人鳥取発エコタウン2020によるNEDO研究
   「＜どこですカー＞システムによるマイカー通学者のエコバス乗り換えと廃食油利活用による化石燃料ゼロ
     型省エネルギー事業」

以上の、一連のプロジェクトへの指導及びプロジェクトマネージメントとしての関与を通して、鳥取発のバイオマスタウンモデルから、今までに

なかった、地域資源循環型のまちおこしモデルの創出へと向かった。アースロポッドシティがバイオマスタウンと異なる視点は、バイオマスタ

ウンが、特定の事業所が生み出すバイオマスを、特定の事業所が石油の代替エネルギーとして利用する循環に留まっているのに対して、アース

ロポッドシティのまちおこしでは、一般の住民が生み出すバイオマスを、共有または公共のサービスに活用することで、住民自らが地域循環の

輪の主体者となり、地域に活力を生み出すと同時に、地球温暖化防止にも寄与するエコロジーとエコノミーを一体的に解決する手法を目指す点に

ある。以上の流れを、「環節都市―わがまちは、油田！！」にまとめて出版することで、鳥取環境大学の6年間の研究の集約をし、きたるべき

地球温暖化に備えた地域ぐるみの取り組みを、分かり易い普及版として出版した。

●木質系バイオマスの部門
■南部町庁舎へのチップボイラー導入のフィージビリティ調査継続によって、導入実現を目指す。この成果を活かし、耐用年数が来る鳥取県の重油ボイラー使用
　事業所、工場などへの導入を働きかけ、地域のバイオマス資源循環社会の構築を目指す。
■とっとり花回廊への木質バイオマス導入のフィージビリティ調査の継続。 ■木質バイオマスの導入に関する鳥取県の可能性を自治体や森林関係者への働きかけ。

●バイオマスを主体にしたマイクログリッドによる小地域エネルギー安定供給システムの可能性研究
●アースロポッドシティの手法の更なる開発と地域への応用
■7色の原則　10のプログラムの普及・啓発。

●アースロポッドシティに関する出版事業の継続

研究の活用

※フィージビリティとは　feasibility　実現可能性、実行可能性
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【研究分野】環境学術研究事業では環境に関わる10の分野の研究に対して助成が行われています。

【本学研究採択例（平成19年度）】本年度は、2・3ページに紹介した研究を継続するほか、以下のような研究に取り組んでいます。

岡崎　　　誠
（2年計画 / 初年度）

加々美　康彦
（3年計画 / 初年度）

木俣　　信行
（3年計画 / 初年度）

鷲見　　育亮
（3年計画 / 初年度）

小林　　朋道
（2年計画 / 2年度）

東樋口　　護
（2年計画 / 2年度）

浅川　　滋男
（2年計画 / 2年度）

村上　太佳子
（2年計画 / 2年度）

鷲野　　翔一
（3年計画 / 初年度）

 研究代表者 研　　究　　テ　　ー　　マ

一般廃棄物の減量化に係る諸政策の体系的整理と戦略的取組みの検討－人口低密地域を念頭に－

ゴミ処理を行う市町村にとって、ゴミの減量は重要な課題の一つです。人口の少ない地域にも適したゴミの排出量削減
施策を探り、その効果を促進する支援策やマイナス影響の防止策を検証します。より効果的な政策立案に貢献します。

鳥取県域における統合沿岸域管理の適用・発展に関する研究

陸と海が出会う場所－沿岸域－は地球上で最も生態系の豊かな場所の一つです。しかし日本には、生態系保護という観点
からの沿岸域管理はありません。本研究では、優れた沿岸域である鳥取県でこれを実現すべく、生態系保護と開発の両立
を促す統合的な管理制度を探ります。　

高発光率白色LED を用いた、県特産因州和紙応用の省エネルギー型照明器具の開発とデザイン

初年度はろうそく色LEDやエアー電池（炭と塩水によるCO2を出さない電池）を利用した照明器具を制作し、イベントに
参加しました。今年度はそれらを更に改良し、和紙の美しさを生かしたデザインの完成を目指し、アートイベント等での
活用を試みます。

ローコストによる古民家修復手法の開発－住むことと修理することの実践をとおして－

文化財価値の高い古民家は修復・再生に多額の費用がかかるため、老朽化とともに撤去され姿を消しつつあります。本研
究では登録文化財「加藤家住宅」修復の実践を通して、「ローコスト型修復」の手法を探り、一つのモデルを提示します。
⇒ブログ「倭文日誌」で情報公開中

城下町/防災都市景観を生かした鳥取市景観まちづくりに関する調査研究

鳥取の城下町の町なみや歴史的景観は、過去に震災や大火で失われましたが、その後防災都市として再開発されました。
その過程を、地理情報システムを用いて整理し、城下町の都市構造と風情を生かしながら近代的都市機能をあわせ持つ
開発手法を研究します。

樋門周辺部の水地に生息する絶滅危惧動物を中心とした生物の調査と保全対策の提言

初年度の調査で、鳥取県東部を流れる千代川水系の樋門（本流の水を取り入れたり排出したりするための水門）周辺には
絶滅危惧種を含む多様な生物の生息が確認されました。更に調査を行い生息地の効果的な保全方法や子ども達の学習の場
としての効果について検討を行います。

次世代向け省エネタイプマルチドライブ方式PLL 周波数シンセサイザの研究開発

衛星通信や携帯電話などで飛来するデータを受信するために、特定の同期した周波数信号発生器（PLL周波数シンセサイザ）
が必要になります。高速処理が必要で消費電力が増大しますが、その処理時間を極力短縮した低消費電力型切替制御方式
の検討を行います。

持続可能な地方都市における中心市街地のスケルトン・プロトタイプの開発研究

スケルトンは建築物の基本となる骨組みですが、その中に住宅や店舗などをスケルトンとは切り離して設けることで、地方
都市の中心市街地の空間を高度に利用するとともに、世代を超えて使い続けられる地域の共通財産を確保し、安定したまち
づくりを可能にします。

環境負荷の少ない電気自動車の開発とその社会への導入の合意形成手法の研究・開発
～コンパクトシティの形成に向けて～

キャパシターと呼ばれる新しい電源を、バッテリーと置き換えることにより、普通の電気自動車（EV）より公害の少ない
EVを開発します。そしてコンパクトシティと呼ばれる新しい都市計画にこのEVを導入することによって、環境にやさしく、
中心都市部が再活性化された、少子高齢化対応の都市を建設します。

●廃棄物減量化とリサイクル●大気環境の保全●水環境の保全●環境汚染
化学物質の適正管理

環境への負荷の少ない社会の構築
●人と自然とのふれあいの推進 ●温泉の保護と活用●都市と農山漁村の
交流の推進

人と自然とのふれあいの確保

●環境教育・学習体制の整備●環境教育・学習活動の推進

環境教育、環境学習の推進

●環境関連技術の開発 ●環境関連産業の育成・振興

環境関連産業の振興

●地球温暖化防止対策の推進●オゾン層保護対策の推進●酸性雨防止対策
の推進●その他の地球環境問題への取組の推進●環日本海諸国との連携強
化と協力

地球環境保全に向けた活動の推進と 国際交流

●環境影響評価の推進●環境情報の整備・提供●環境に関する監視体制の
整備充実●環境に配慮した社会資本整備等の推進●地域における環境の保
全と創造 ●その他　　

その他環境の保全及び快適な環境の創造に関する事項

●森林の環境保全機能の確保●水辺の環境の保全●農地の環境保全機能の
確保●都市地域の自然環境の確保

森林、農地、水辺等の持つ環境保全機能の確保

●｢貴重な自然｣と｢身近な自然｣の保全●生物多様性の確保と野生生物の
保護管理

多様な自然環境の保全と生物多様性の確保

●親しみやすい水環境の保全と創造●豊かで多様な緑の保全と創造●良好
な景観の保全と創造●歴史的・文化的環境の保全と整備

自然環境と調和した生活空間の創造

●各主体の協力推進体制の整備●県民・事業者・行政の自主的取組の推進

環境の保全及び快適な環境の創造に関する
自主的な活動の推進
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今年の夏は非常に暑かった。

初めは、この暑さは感覚的なものと思っていた。そ

れは、梅雨が明けた後の7月は本当に梅雨が明

けたのかというようなすっきりしない天気が続き、

気温が例年のように一気に上がらなかったせい

であり、また、8月に入ってからも4、5日間は北から

寒気がやってきては激しい雷雨があり、夜はタオ

ルケット一枚では肌寒く感じるほどであったからで

ある。

だから今年の夏の暑さは、それまでの天気の前歴

に身体が慣れていたことが関係して余計に暑く感

じるのだろうと思ったのである。ところが広島の原

爆忌頃から後、テレビに映される気象衛星の雲画

像を見ていると、日本上空に直径およそ1000ｋｍの

高気圧性の渦が出現し、中国大陸から移ってくる

雲を寄せ付けなくなった。天気は、近年には珍しく、

抜けるような青空の夏に一転し、気温は一挙に上

昇した。

暑さをもたらした高気圧の渦は、その中心が関東

地方に位置していたため、鳥取地方には南風を

もたらした。通常の夏の熱い空気と強い日差しの

うえに、中国山脈を越えた山越え気流のフェーン

現象も加わり「猛暑日」が続いた。猛暑日とは、今

年の4月から気象庁が設けた言葉で、一日の最高

気温が35℃を超えた日のことを言う。この猛暑日と

いう言葉が高温を実感させる語となり、来る日も来

る日もニュースで聞かされると暑さの印象が強め

られた感がある。

鳥取のしゃんしゃん祭りが行われた8月11日、鳥取

環境大学の学生連は、それまでの練習の成果を

のびのびと演じ沿道の声援を浴びたが、この日鳥

取市の最高気温は37.1℃、14日には米子市で

38.6℃を記録し、山陰地方の暑さはピークとなった。

その後、日本上空の高気圧の渦は徐々に中心を

西に移し始め、鳥取の南風は弱まったが、暑さは

収まらないままお盆を迎えた。渦の中心が中国地

方から九州付近に移った16日、岐阜県の多治見、

関東の熊谷で、気温が40.9℃を示し、74年ぶりに

最高気温の観測記録が0.1℃更新された。この高

温もフェーン現象が犯人であると解説された。す

なわち、高気圧の中心域から吹き出す風は時計

回りで、その中心の東側では北西風となる。この

北寄りの風が本州の脊梁山脈、日本アルプスの

連山を越えて関東平野、中部地方に吹き降りるこ

ととなったのである。この気圧配置が持続的であっ

たため、多治見では、40℃を越える気温が2日も続

き、このニュースが今年の暑さをさらに強く印象付

け、決定的なものにした。

　

今年の夏の気象を少し細かに記したが、これを

温暖化に短絡して説明することはできない。そこ

にもどかしさを覚える。上述のように高温となった

気象的な因果関係は説明することができる。しか

し、温室効果ガスがどれだけ、どのように影響した

かについては具体的に説明できないのである。論

理的な説明がつかないとうそぶいて、技術最優先、

経済最優先、競争原理、グローバル経済に社会

は突き進んでいる。そのなかで世界は、食料、水、

エネルギーの不足に向かって進んでおり、経済力

に勝る者が足りない資源を確保・占有しようとして

いるように思えてならない。自然に感謝し、人を大

事にし、対話してお互いに足りないものを分け合う

ような、かつての社会にあった文化、切り捨てられ

てきた文化をもう一度思い起こすマインドが必要

ではないだろうか。鳥取環境大学では、学生ととも

にこの環境マインドを探求し、身近なことから実践

を試みているところである。

副学長  神近  牧男

▲ 猛暑の中踊る鳥取環境大学の学生連

0.1℃の記録更新

Kamichika  Makio

▲この夏の暑さをもたらした気圧配置
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鳥取しゃんしゃん祭で
準グランプリ受賞！

韓国・清州大学校と
学生交流事業を実施

　鳥取環境大学は、鳥取市の姉妹都市、韓国・

清州（チョンヂュ）市にある清州大学校と交

流協定を締結しています。その大学との間で、

今年初めて、相互に学生を派遣して文化研修

を行う交流事業が実施されることを知り、外

国の学生と交流して視野を拡げたいと思って

いた私は、他の学生8名と共に、この事業に参

加しました。

　まず、8月7日に韓国の学生10名が3泊4日の

日程で来訪。私達も同行して、竹内功鳥取市

長への表敬訪問を皮切りに、教室で日韓の関

わりについて勉強した後、浴衣を着て本学の

学生と茶道と傘踊りを体験、日韓混成チーム

で料理を作ったり、鳥取砂丘、わらべ館、高

砂屋、佐治アストロパークを見学したりしま

した。続いて、8月27日に私達学生8名と環

境政策学科 西村教子准教授が清州大学校を

訪れ、南相宇清州市長訪問、韓国語の勉強、

サムルノリ観覧、日韓調理体験、古印刷博物

館見学等をして30日に帰国しました。韓国で

は、鳥取で顔なじみになった学生達の、心の

こもったもてなしを受けました。

　訪韓中、印象に残ったプログラムの第1位は、

サムルノリに使う、チャングという韓国伝統

の鼓を演奏して、他の楽器を担当する韓国の

学生と合奏したことです。少し難しかったの

ですが、皆で一丸となって取り組めたことを

嬉しく思いました。私は学校で日本の伝統楽

器を学んだことが殆ど無いのですが、韓国で

は伝統文化を学校で習うのが当り前なのだそ

うです。第2位が韓国語の授業です。李秀娟

（イ・スヨン）先生の教え方がお上手だった

ので、毎朝30分程度の授業で、韓国語が初め

ての私でも、3日間でハングル（韓国文字）が

読めるようになりました。お蔭で、「記号だ

らけの空間」が「文字の読める国」に変わり、

韓国が身近に感じられるようになりました。

　今回は日本語が話せる韓国学生が多かったの

で、会話は殆ど日本語でしました。しかし、片

言であれ韓国語を話すと韓国の学生がとても嬉

しそうな顔をするので、韓国語の勉強をしてお

けばよかった、そうしておれば、もっと韓国の

学生の笑顔が見られ、もっとよい交流ができた

のではないかと思います。また、この交流を通

して、隣の国でありながら今まで遠い存在と感

じていた韓国を身近に感じることができまし

た。加えて、韓国人は日本人よりも情が深く、

日本人が忘れかけている「人を思い遣る気持

ち」がとても強いと感じました。一方、自分に

は人を思い遣る気持ちが足りなかったというこ

とに気付きました。今回は韓国の学生に甘え

て、4日間受け身の状態でしたが、次回韓国の

学生と会う時には、もっと積極的に交流しよう

と思います。この交流で、自分自身のこと、日

本のことを改めて認識し直すと共に、韓国のこ

とを深く知ることができました。この体験を通

して私が感じたことを話すことによって、皆さ

んが韓国にもっと興味を持って頂けるようにな

れば幸いです。

林 哲也環境政策学科4年

環境政策学科３年　渡邊　いくみ

　8月11日、鳥取市の夏の風物詩「第43回鳥

取しゃんしゃん祭」に、本学学生約120名が

「鳥取環境大学連」として参加しました。

「鳥取しゃんしゃん祭」は、江戸時代末期の

雨乞い踊りを起源として鳥取県東部地方に伝

わる「因幡の傘踊り」を一般向けにアレンジ

した踊りが創作されたのを機に、昭和40年か

ら続く、市民挙げての夏祭りです。赤・白・

青に彩られ、金・銀の短冊と小鈴を付けた装

飾傘を手にした踊り子が連を組み、目抜き通

りを進みながら曲に合わせて踊り、毎年約4千

人が参加しています。

　本学は、開学以来7年連続で参加していま

す。昨年11月、過去の成功事例・失敗事例を

検証した上で、これまでない、最高のお祭り

にしようと、学生10名から成る専門委員会「

TUESしゃんしゃん愛好会」を設立し、事業

計画・予算等も決めて準備を進めて来まし

た。コンテストで「グランプリ」を獲ること

を今年最大の目標に掲げ、全体練習でまとめ

役を務める踊り子リーダー14名が、6月下旬

から事前練習を行いました。また、全体練習

の開始時期を、定期試験後の8月上旬から7月

上旬に早めたり、「平成鳥取音頭」の振付を

今回初めて自分達が考案して変更したりと、

学生の自主的、自発的運営の確立を目指しま

した。その甲斐あって、練習を重ねる中で踊り

子同士のコミュニケーションがうまく取れ、

全員のモチベーションも上がり、じっくりと

練習ができて、一人ひとりの踊りの質も確実に

向上しました。

　雨乞いにふさわしい快晴猛暑の中、最高の

コンディションで祭本番を迎えました。幕開け

の市役所特設ステージでのコンテストでは、

自薦他薦の代表20名が、自分達が考えた、斬

新、優雅で迫力ある踊りを披露し、その勢い

を駆って、市中パレードでは、卒業生も加わ

り、全員一丸となって若桜街道・本通りを溌

剌、堂々と踊りきりました。仕上げに、鳥取

駅前風紋広場で見守る観衆の前で「しゃんしゃ

んシャングリラ」を踊って完全燃焼し、最高

の一日にすることができました。加えて、毎

年恒例の、大好評「ゴミ拾い隊」14名が、連

の殿（しんがり）を務め、沿道のゴミを回収

分別して、環境大生らしく、環境美化に努め

ました。周りから温かい声援も送って頂きま

した。その結果、なんと、開学以来初の快挙！

「準グランプリ」を受賞することができまし

た。これもひとえに、踊り子・ゴミ拾い隊全員

の熱意と努力、リーダー達の献身的サポート、

そして、苦労を共にしてきた委員会メンバー

の頑張りの成果です。夜遅くまで企画案を練っ

たり準備作業をしたりしてきたからこそ、大

成功に繋ったのだと思います。併せて、しゃ

んしゃん祭への参加を支援して頂いた、同窓

会並びに大学関係者の皆様に心から感謝申し

上げますと共に、引き続きご支援賜りますよ

う宜しくお願いします。このよい流れに乗っ

て、今年以上に鳥取環境大学が「しゃんしゃん

祭」で輝き続けることを願っています。

TUESしゃんしゃん愛好会 委員長
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クラブ・サークル活動の紹介

運動や趣味を通じて
新しい仲間や先生と楽しく交流しています。卓 球 部 奇 術 部

　今年から部に昇格した卓球部は現在14名の部員で、大学内に

ある体育館で活動しています。部活では、練習のほかにくじ引

きで対戦相手やダブルスのペア、チームで試合をして、誰でも

楽しめるように工夫しています。部員も経験者ばかりでなく初

心者もおり、みんなで楽しく卓球をしたり、大会に向けて練習

をしたりしています。また、経験者の中には、環境大学の卓球

部以外のチームで練習をして、チームを向上させようと頑張って

くれている人もいます。昨年は市の大会を中心に参加していま

したが、今年は、市や県だけではなく、中国地方の学生大会に

も参加しています。大会では今年から団体戦にも出場する予定

です。目標は、中国大会、中・四国大会を勝ち進んで、インカレ

に出場することです。また、今年から新入生だけでなく、在学

生の入部もあり、戦力がアップしましたので、高い目標に向か

って活動しているところです。

　奇術部は平成18年に活動を開始し、平成19年に部に昇格

しました。部員は、現在男女合わせて9人でほとんどが初心

者としての入部でした。奇術部の主な活動は、イベントで手

品を披露することです。今は、クロースアップマジック（少

人数の観客とマジシャンが至近距離にいて、トランプマジッ

クなどを行うこと）を中心に行っています。イベントを成功

させるには練習が欠かせません。DVDや本を見て、部員同

士で教えあったり、鳥取大学の奇術部の方々に協力してい

ただいたりして、練習に励んでいます。学内のイベントで

はオープンキャンパスや環謝祭で手品を披露しました。学

外では、鳥取刑務所で行われた矯正展や智頭街道の土曜夜

市など、積極的に活動を行っています。様々な場で手品を

披露し、お客さんの反応を間近に見ることができ、大きな

喜びを感じています。今年の環謝祭では、模擬店でマジッ

クカフェを開き、手品を満喫していただきました。

平成19年度課外活動等成績

吟詠剣詩舞部（個人）

●第52回神心流　吟と舞　全国コンクール　　　　　　　　　　　　
（初級剣舞の部、H19.7）

宮田　賢一（環境政策学科2年）・・・・・・ 第4位

坂田　二郎（環境政策学科2年）・・・・・・　第5位　　　　

（中級剣舞の部）

和田　麻美（環境政策学科4年）・・・・・・　第5位　

弓道部（団体）

●第21回名和公顕彰弓道大会（Ｈ19.4.30）

小早川　貴子（環境政策学科3年） 女子個人戦  第3位

女子団体戦 第3位

小早川　貴子 

遠藤　　真希（環境政策学科4年）

山根　奈々恵（環境政策学科2年）

●第48回鳥取県選手権大会（平成19.6.24）

小早川　貴子・・・・・・・・・ 女子個人戦　第2位

※名和神社で行われる大会。一般の部は男子10団体、女子8団体
　計50人参加

※県内のNo.１を決める大会、参加人数は約30名参加

※男女関係なし、参加人数は24名

バドミントン部（個人）

●第8回鳥取市スポーツ・レクリエーション大会

（H19･7･29）

〈混合ダブルスの部〉秦・三島ペア・・・・・　第3位
秦　　大輔（環境政策学科1年）
三島　千里（環境政策学科3年）
※成年の部15歳以上混合複の大会。全参加組は7組

（弓道競技の部）
「本学弓道部部長」鳥取県代表として出場
　小早川　貴子・・・・・・・・・・・ ブロック 第2位

第62回国民体育大会中国ブロック大会

（H19･7･7、場所：広島県安芸高田市）

主なクラブ活動成績（個人）

主なクラブ活動成績（団体）

表彰

第62回国民体育大会中国ブロック大会

（H19･8･17～19、場所：広島県呉市）

（カヌー競技　フラットウオ―ターレーシングの部）
　鳥取県代表として出場
　寺崎　忍（環境デザイン学科3年）

 城間　美乃（本学書道部前部長 / 環境デザイン学科4年）

 漢字部Ⅱ類、U23に出品し、入選。作品は平成19年7月
 8日～11日 に東京都美術館で開催された東京展に陳列
された。

   第59回毎日書道展
（毎日新聞社・毎日書道会主催の全国書道コンクール）

第43回鳥取しゃんしゃん祭踊りコンテスト

鳥取環境大学連（団体代表者：林　哲也 / 環境政策学

科4年）・・・・・・・・・・・・・・ 準グランプリ

鳥取しゃんしゃん祭振興会主催、平成19年8月11日鳥

取市若桜街道を中心に開催、本学は踊子・スタッフ

計121名が参加、コンテストは出場全22チーム中、

グランプリ1、準グランプリ4チームが、審査員による

審査を受け選出された。

●鳥取県遠的選手権大会（平成19.7.29）

小早川　貴子・・・・・・・・・ 女子個人戦　第2位
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プロジェクト研究

鳥取県の海岸をフィールドとする
ビーチコーミング

指導教員 ： 環境政策学科　加々美 康彦  講師

PROJECT　MEMBER

2006年後期

2007年前期
(環 境 政 策 学 科)  丹藤 奈々代  井出 梨英子  坂爪 兆太    中原 佑輔    牧田 亘平
                    吉船 美生     杉崎 元哉    入江 彩加    植田 裕介    田中　 唯
                    小畑 真由    大仲 佑利佳　

(環 境 政 策 学 科)  石田 拓也    林 紗都子    向井 康宏    屋原 孝彦    加藤 瞳美

(環境デザイン学科)  太田   瞳

　ビーチコーミング（Beachcombing）とは、一般に

は海岸に打ち寄せられた漂着物を収集する遊びの

ことです。愛好家の幅は広く、関連する学会まで存

在します。本プロジェクト研究では、総合的な海洋

学習の一環として、自然公園に指定されている鳥

取の海岸で、実際にビーチコーミングを行っています。

もちろん、ただ漂着物を収集するのではなく、その漂

着物が問いかけること（海洋環境の汚染、沿岸域

生態系の保護、あるべき保護制度など）に耳を澄ま

せ、グループに分か

れて調査、分析を行

った上で、報告会を

行います。

　漂着物は、私たちに色 な々ことを語りかけます。た

とえば、ハングル文字が書かれたライターをひとつ取

り上げてみても､そこには物流の問題（使い捨てライ

ターの産地の変遷など）、漂着ゴミ問題(国境を越え

る廃棄物の法的規制の難しさ)、海流と気象の関係

など、社会科学や自然科学にかかわる様 な々側面の

問題意識へとつながっていきます。学生たちは、グル

ープで協力しながら、知識を総動員して調査、分析

を行います。まだ2年目なので情報の蓄積は乏しいで

すが、将来的には、まとまった資料の作成を目指して

います。

　もちろん、これだけではありません。ビーチコーミン

グの一つの醍醐味は、漂着物を使って「芸術作品」

を創造することにあります。打ち上げられた流木やガ

ラス（ビーチグラスと呼ばれる）などは、波に磨かれて

独特な美しさを醸し出し、これまで多くの芸術家の創

造力をかきたててきました。そこで、学生は漂着物

を利用した「芸術作品」の製作にもチャレンジして

きました（すでに玄人はだしの作品も出てきています）。

●砂丘海岸●浦富海岸●鴨ヶ磯海岸●城原海岸

●熊井浜　●浜村海岸●白兎海岸　●賀露海岸

加
々
美
研
究
室

これまでにビーチコーミングを実施した海岸

▲浜村海岸にて

 熊井浜のビーチグラスで
 作ったキャンドルスタンド
 (環境政策学科 小畑真由 作)

 浦富海岸で拾った
 松の皮で作った鳶
（環境政策学科 大仲 佑利佳 作）

プロジェクト概要

ビーチコーミングを通して様々な学問・学芸
領域の扉を開けてみよう

▲

▲

プロジェクト名

コンセプト
活動概要

▲熊井浜

・・・

P R O J E C T  S T U D I E SP R O J E C T  S T U D I E S

カリキュラムです。



鳥取環境大学報　第10号　 平成19年10月15日 9

　今年度も、3年生が夏期休暇中に、県内外の企業や地方自治体で職場体験に挑戦

しました。受入先は、建設業、不動産業、卸売・小売業、サービス業、各種団体

及び地方自治体など27事業所です。インターンシップ（就業体験）は、平成13年

（2001年）の開学時から、専門科目の一つで、2週間以上実習し、その後の実習成

果発表と受入先の実習総評に基づき評価され、単位認定されます。

　インターンシップでは、実際に学生が企業等で実習することにより、「企業等の

実際の姿を理解し、大学で身につけたことが、企業等でどのように活かされている

のかを知ることにより、今後の学習が計画的に行えるようにさせる」、「実社会の

厳しさを体験し、社会人になるにあたっての自覚をもたせる」、「自己能力を見直

して自己啓発させる」ことをねらいにしています。

【今年度の実習先】〈建設業〉きなりの家、砂丘園芸、永田建築商会　〈不動産業〉共立メンテナンス

〈電気・ガス〉鳥取ガス〈情報通信業〉フルタニ産業〈卸売・小売業〉鳥取トヨタ自動車、花美工房、

  丸善岡山支店〈サービス業〉アイマーク環境、AN Architects一級建築士事務所、庵建築計画事務所、

  シェド建築設計室、シセイ堂デザイン、塚田隆建築研究所、ナック建築事務所、文化財保存計画協会、

  峯建築設計事務所、渡辺康建築研究所〈各種団体〉鳥取県観光事業団 氷ノ山自然ふれあい館、NPO法人 

  ダッシュ明石、 NPO法人 ちゅうごく環境ネット〈公務〉鳥取県、鳥取市、米子市、境港市、新居浜市、

  鳥取労働局

　受入先としては、大学が個々にお願いする企業や鳥取県・鳥取市・米子市・境港市等の自治体や公共団体等があり

ます。昨年からは、インターンシップ推進支援サイト「ハイパーキャンパス」を利用したり、実習させていただける

企業を自ら見つけ出してきたり、中にはインターンシップ実習生を選考するための面接を受け、実習先を決定してく

るなど、「将来、社会で働くとはどういうことなのか」を学生時代に体験したいと考え、積極的に行動できる学生が

増えつつあります。

　実際に企業等で実習をしてきた学生は、表情や言葉遣いに変化が見られ、将来の進路に対しても明確な方向性を

持つようになりました。実習を終えた学生からは、「学生生活では味わえない経験ができ、今後の学習計画の見直

しになった」、「将来の進路を決める上で、非常に参考になった」、「自分の未熟さがわかった」、「社会的マナーの

必要性を感じた」などの感想を多く聞くことができました。また、実習先で、他大学の学生と知り合い、その後、

情報交換を行い、就職活動に活かしていった学生もいました。一般的には、インターンシップをしたからといって、

その実習先に就職できることはありませんが、将来の進路を考える上で、学生にとって非常に有意義な科目の一つです。

9月25、26、28日、10月1、2日の5日間にかけ、ISO内部監査員養成コースを開催しました。学生内部監査員は、22名、

教職員は14名の内部監査員が対象です。環境政策学科 衣川教授と環境デザイン学科 中村教授を講師に招き、環境監査に

ついてのポイントやロールプレーを通じて、内部監査員として研鑚を積みました。今年度のISO内部監査は、11月上旬～中

旬に実施します。内部監査責任者には、環境デザイン学科十倉教授が昨年に引き続き任命されています。学生ISO委員の

環境政策学科4年矢部ゆりかさんと同学科3年加藤雄介さんが、これまでの内部監査員としての経験を活かし、学生アシス

タントして活躍しています。

就職情報局
インターンシップ

　インターンシップは、アルバイトとは大きく違います。アルバイトは、労働力を提供し、その対価として報酬を

得ることが目的ですが、インターンシップは、学生の人間的成長、意識向上を目的として、企業等に受入体制や

実習プログラムを整えていただき、教育の一環として実施していただくものです。

 ISO14001内部監査員養成コースの開催について



平成19年4月29日「第30回鳥取市花の

まつり」において「ひろえば街が好き

になる運動」（主催：JT、共催：本学学

生ISO委員会）を実施しました。この

運動は「拾うという体験を通して、捨

てない気持ちを育てたい」という願い

を込めて行う市民参加型の清掃活動

です。学生ISO委員会は運営スタッフと

して参加しました。当日は約450名の市

民にご協力いただき、約20袋分のゴミ

が集まりました。また、本学学生サー

クル環境部も子ども向けイベントとし

て、「環境スゴロク」を行いました。

一般のスゴロクの要領で、出た賽の目

分進み、その場所にあるカードの環境

に関する問題を学生スタッフと一緒に

考えるというもので、小学生を中心に

大盛況でした。　 
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2007年度 前期キャンパスニュース

篠原　　勲 環境政策学科　教授 都倉　信樹 情報システム学科　教授

南後　裕二 企画交流課長兼図書情報課長（入試広報課長）

多久　和利 学務課長（総務課課長代理）

田中　　出 事務局長（企画交流課長事務取扱兼務解除）

加藤　哲史 事務局次長兼入試広報課長（学務課長兼務解除）

川本　晴彦 総務課長（図書情報課長兼務解除）

中村　　均 企画交流課課長代理（総務課課長代理）

瀧山　宏之助 総務課主任（入試広報課主任）

伊藤　隆夫 入試広報課主任（企画交流課主任）

吉村　昌郎 企画交流課（入試広報課）

平成19年4月2日～9月30日人事報告

平成19年 6月　1日付

異　　　 動

平成19年 9月30日付

退　　 　職

鳥取県認定グリーン商品リレー展示会を開催しました
5月24日～5月30日、「鳥取県認定グリーン商品」を紹介する展示会を開催
しました。鳥取県認定グリーン商品は、鳥取県内で発生した循環資源を
利用して製造された商品です。期間中は多くの学生が来館し、鳥取県や
県内企業の環境活動やリサイクルに対する理解を深めました。

〈図書情報課〉 TEL：0857-38-6730

【開館延長】情報メディアセンターでは、試験期間中の平日の開館時間を午後8時まで延長し、学生に快適な学習環境を提供しています。

【紀　　要】平成19年3月に刊行した「鳥取環境大学紀要第5号」には、本学の教員らが執筆した5編の論文を収録しています。本学の紀要は
　　　　　　当センターで閲覧できます。また、全国の大学や図書館等にも寄贈しています。

 ■月～金曜日/ 午前 9 時から午後 7 時まで
 ■土 曜 日/ 午前 9 時から午後 3 時まで

開館時間

当センターは学外の方にも開放しています。また、所蔵情報はインターネットで公開しています  http://www.kankyo-u.ac.jp/media/library/

LIBRARY AND
INFORMATION CENTER
LIBRARY AND
INFORMATION CENTER

情報メディアセンター

春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでご注意ください。臨時に休館や開館時間
の変更をする場合があります。来館前にお問い合わせいただくか、ホームページに掲載の
開館カレンダーでご確認のうえ、お越しください。

「鳥取市花のまつり」で
 清掃活動や子ども向けイベント 

チャリティー・フェアトレードカフェ
とフリーマーケット 
平成19年4月30日　本学同好会グリーン

購入研究会が、コズミックライフ（鳥取

市的場）のフリーマーケットで、１日限

定のチャリティー・フェアトレードカフェ

を行いました。コーヒーや紅茶を来場者

に提供し、フェアトレードをPRしまし

た。「フェアトレード」とは世界経済流

通システムの歪みによって、貧困に追い

やられている途上国の人々を支えるため

に始められました。寄付や援助とは異

なり、立場の弱い人々が正当な報いを受

け自立する事を目指す対等なパートナー

シップによる貿易です。
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 学生産直市
「野菜のことならMAB」 

今回の学生産直市は「中山間地域で有機

農法に取り組んでいる農家の皆さんを応

援したい」という思いから企画しました。

販売する商品や価格について農家の方と

打合せをした際、農家の方々は有機農

法や減農薬、無添加など手間暇をかけ

て消費者の健康を考えた野菜、加工品を

作っていることを熱く語られ、ただ利益

を上げるだけでなく作り手の気持ちを消

費者に伝えることが大切だと実感しまし

た。産直市当日は朝から雨が降っていた

にもかかわらず沢山のお客さんが来てく

ださり、バタバタしながらもお客さんと

の会話が弾み、楽しく笑いの耐えない一

日でした。今後も農家と消費者とを繋ぐ

パイプ役となり、自分たちも含めたみん

ながワイワイ楽しめるような温かい街に

していきたいと思います。

保護者進路相談会

平成19年5月12日  本学在学生の保護者の

方を対象に保護者進路相談会が開催され

ました。「景気の回復や2007年問題によ

る大量退職を背景として、各企業とも人

材確保に積極的であるが、地方では、まだ

そこまで積極的になっていない」などの

就職全般に関することや、3期生の就職状

況などが説明されました。その後、個人

懇談等が行われ、熱心に質問する保護者

の方が、多数見受けられました。

鳥取市奨学金交付式と
鳥取市長との懇談会開催 

金融機関就職コース 
平成19年7月19日　本学では公務員に続

いて人気のある金融機関（銀行、生保、

損保、証券等）への就職コースを開設し

ています。金融機関の人事担当者をお招

平成19年7月6日「鳥取市鳥取環境大学奨

学金」交付式が、学生58名に対して行わ

れました。（年間50～60万円が鳥取市か

ら給付される制度です。）併せて、若者

の意見を市政に反映させるために竹内鳥

取市長と学生との間で懇談会が開かれ、

学生らは鳥取市活性化のためにさまざま

な意見を市長に伝えました。市長は｢若

者が集まるための様々な対策を行いた

い｣と語られました。 

日本列島を軽くしよう！！ 
平成19年7月7日　6月24日に予定して

いた「市街地一斉清掃」は、残念ながら

強雨のため中止となりましたが、そこ

で、鳥取環境大学・学生ISO委員会で

は、同日開催予定としていた「日本列島

を軽くしよう！～JUMP～」を“リベン

ジ”開催しました。 本学を中心として

清掃を行い、12時ちょうどにJUMP！遅

くなりましたが、本学だけでも日本列

島を軽くしよう！というイベントを行

いました。  

鳥取砂丘除草ボランティアに
本学学生と教職員が参加!!

鳥取砂丘では、1970年頃から外来植物

が繁茂して砂の移動が減少し、美しい

風紋や砂簾（されん）が余り見られなく

なったり、砂丘本来の美しい景観が損な

われたりするなど、砂丘の草原化が深刻

な問題となっています。 平成19年8月

17日鳥取砂丘景観保全協議会主催の鳥

取砂丘除草ボランティアに本学学生12

名と神近副学長、職員3名の計16名が参

加し、朝6時から2時間、昨年に引き続

き地域の方々と共に除草作業に汗を流

しました。始めに協議会の方から、取

り除く草と取り除いてはいけない草と

の区別について説明を受けた後、銘々

が、手にしたゴミ袋が一杯になるまで

雑草を引き抜きました。

鳥取県庁のＩＳＯ14001の内部環
境監査に係る県民オブザーバー
へ3名の学生が参加

鳥取県は、初めての試みとして、鳥取

県庁ISO14001の内部環境監査に係る県

民オブザーバーを募集しました。本学

より3名の学生（環境政策学科4年矢部

ゆりかさん、同学科3年加藤雄介さんと

土井菜津子さん）が応募し、面接審査

を経て、3名とも選出されました。7月

下旬には、事前研修として県庁職員へ

の内部環境監査員説明会を受講し、8月

下旬～9月上旬に実施された県庁の内

部環境監査に参加しました。オブザー

バーを務めた矢部さんは、「県庁の内

部環境監査がどのように行なわれてい

るかに関心がありました。県のISO140

01の活動や環境大学の内部監査との違

いも知ることが出来、参考になりまし

た。」との感想を話しました。

きし、学生は2年生、3年生前期といった

早い段階から交流を図り、金融機関の

考え方、必要とする人材、事業内容、

職務への取り組み方を学び、よりよく金

融機関を知る機会を持ちます。後期には、

少人数での意見交換の場を持ち、学生に

金融機関への就職の心構えとテクニック

を身に付けてもらう予定です。 

（1、2、3年生用の相談会のご案内は次ページへ） 

（環境政策学科3年：阿部千春）



〈お問い合わせ先〉 学務課  TEL.（0857）38-6710 〈お問い合わせ先〉 企画交流課  TEL.（0857）38-6704

鳥取環境大学報　第10号　 平成19年10月15日12

御礼　平成18年度寄付金について 2007年度鳥取環境大学 学部・大学院 学位授与式

平成18年度中に、保護者の皆様より 3,400,000円の寄付金を賜

りました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。この寄

付金につきましては、下記のとおり就職活動の支援及び書籍・

視聴覚資料の購入に充てさせて頂きました。今後とも本学の教

育活動にご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2007年度鳥取環境大学 学部・大学院 学位授与式を下記のとおり

執り行います。学生たちは、多くを学び、思い出を友と分かち合

いながら成長してきました。そして、夢に向かって新たなスター

トを切ります。ご家族皆様のご来場をお待ちしています。なお、

駐車場には限りがありますので、ご来場の際は公共交通機関を

ご利用ください。詳細は12月頃ホームページに掲載致します。

平成19年11月
●3日（土）大阪 ●17日（土）鳥取 ●25日（日）米子

保護者の皆様へ ※2005～2007年度入学生対象

公開講座2007「自然環境保全と資源利用」

平成19年度教育懇談会のお知らせ
本年度も、教育懇談会を下記日程で実施します。大学の現況

報告や個別懇談、その他就職に関する講演などを予定しており

ます。多数の保護者の皆様のご来場をお待ちしております。

詳細は郵送でご連絡致します。（2004年度以前の入学生について

は、5月に実施済みです）

【日時】平成20年3月20日（木）春分の日

【会場】鳥取市民会館大ホール （鳥取市掛出町12）

バイオマス燃料の可能性
世界のバイオマス燃料の現状と将来性を考えていきます。

講師 / 金子 弘道 教授●鳥取12/1（土）●米子11/24（土）

環節都市（アースロポッドシティ）によるまちおこし
地球規模の破局を避けるためのまちおこしへの挑戦です。

講師 / 吉村 元男 教授●鳥取'08 2/2（土）●米子'08 1/26（土）

ITを活用したエコバスシステムの提案
実験結果を踏まえてエコバスのひとつの実現方式を提案します。

講師 / 福山 峻一 教授
講師 / 齊藤 明紀 教授

●鳥取'08 3/1（土）●米子'08 2/23（土）

〈お問い合わせ先〉 総務課  TEL.（0857）38-6700

 ●9：30 受付開始　 ●10：30 開式　 ●13：30 終了予定

上記 5,526,500円の支出のうち 、3,400,000円で保護者の皆様
から頂戴した寄付金が活かされています。

在校生向け就職活動報告書作成費  220,500円

就職活動手帳作成費　　　　　　　　 666,750円

OB、OGによる就職相談会の招聘費他　144,850円

和書 506冊 / 洋書2冊 / DVD等51枚
製本雑誌86冊 / 専門雑誌1,554冊

4,494,400円

5,526,500円
合計

受講料無料　時間はいずれも10：30～12：00
【会場】■鳥取 /鳥取県立図書館　■米子 /今井書店「本の学校」

　去る10月6日（土）・7日（日）の両日、第7回鳥取環境大学大学祭「環謝祭」が

開催されました。環謝祭実行委員会が主催し企画立案した各種イベントや、

課外活動の成果発表、吉本お笑いライブなどを実施し、2日間大きな事故等も

なく、無事に終了することができました。本年度はNHK 鳥取放送局主催、環謝

祭実行委員会運営協力イベントとして「とっとり若者フォーラム～未来はこの手

の中に～」と題し、正道会館空手最高師範の角田信朗さんをゲストに、若者たち

へ熱いメッセージを贈る講演会とパネルディスカッションの実施や、今年初の

試みとして、学食前に小さいお子さん向けの遊び場【みんなの遊び場】を作りまし

た。大変なにぎわいで、学生だけでなく、ご近所の皆様にも楽しんで頂けました。

　環謝祭実行委員全員も力を出し切り、またお客様からも「楽しかったよ！」

とのお言葉を頂き、今回のテーマ通り参加者全員が「輝き」を放ってくれ

ていたと、私は思いました。委員会に不足した様々な力をお貸しくださっ

た学友会執行部員の方々や当日スタッフの皆さん、また学長・理事長を始

め様々なご協力を頂きました教職員の皆様をはじめ関わってくださった全

ての方々に心より感謝申し上げます。

また来年も「輝き続ける環謝祭」をどうぞ楽しみにしていて下さい。

環謝祭実行委員会　委員長（環境政策学科2年）　米田 真由美
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